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(2)乾 式 法 シ リカ を添加 す る こ とに よって ク ロメー ト皮膜 は サブ ミク ロンオー ダー の 凹凸 を形 成す る(Fig2)。












































































(1)リン酸亜鉛 とケイ酸カルシウムを混合添加 したクロメー ト皮膜 を有す55%N-Zn合金めっき鋼版は、曲げ加













































































































造の一部 が壊れて新たな結合を介してネットワーク構造が形成 されるため、耐食性が発現され る。この傾向
はチオール基数が多いほど顕著になる。







鉛 とケイ酸カル シウムを混合 し
た腐食抑制剤を添加することに
よって、耐食性は向上し、クロメ









































以上の研究の結果、第2章や第3章 で得られたクロメー ト皮膜はそれぞれ工業化に成功 して需要家で高い評価
を受けている。また、第4章の基礎研究を踏まえて、第5章で開発 した有機 樹脂は、第2章や第3章 で見出した
成分と複合化させることによって環境調和性を有す高機能クロメー トフリー皮膜として工業化に成功 し、鉄鋼業




























第6章 では、本研究で得 られ た結果 を総括 し、結論 を述べている。
以上の要す るに本論文は亜鉛 系めっき鋼板の高機能化に関す る研究を系統的にま とめた ものであ り、
知能デバイス材料学の発展に寄与す るところが少なくない。
よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格 と認 める。
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